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ム
対
応
等
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
事
業
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、
私
の
場
合
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
半
分
、
事
務
仕
事
が

半
分
位
の
割
合
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
を
取
得
し
３
年
間
の
実
務
経
験
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

Q
　
利
用
者
の
希
望
に
添
う
仕
事
と
は
？

　

一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
大
変
な

面
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
み
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
孫

に
会
い
た
い
」「
パ
チ
ン
コ
に
行
き
た
い
」等
利
用
者
の「
○

○
し
た
い
」
を
一
緒
に
実
現
し
て
い
く
の
で
気
持
ち
も
豊

か
に
な
り
ま
す
。
家
族
を
含
め
て
利
用
者
の
希
望
を
聴
き
、

何
か
問
題
が
起
き
れ
ば
、
話
し
合
い
、
み
ん
な
で
考
え
、

解
決
し
て
い
き
ま
す
。

Q
　
仕
事
を
す
る
う
え
で
注
意
す
る
点
は
？

　

ど
の
介
護
で
も
あ
る
こ
と
で
す
が
、
誤
解
を
招
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
つ
り
銭
を
返
し
た
、
返
さ
な
い
、
も
の
の

あ
る
無
し
や
、
壊
し
て
し
ま
っ
た
等
の
ト
ラ
ブ
ル
は
要
注

意
で
す
。
気
に
な
る
事
は
未
然
に
報
告
、
連
絡
を
密
に
し
、

破
損
等
を
防
ぐ
よ
う
心
が
け
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
は
、

担
当
を
変
え
る
等
の
対
処
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
認

知
症
へ
の
対
応
や
、
急
変
時
等
は
事
業
所
か
ら
サ
ポ
ー
ト

が
入
る
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
　
こ
の
仕
事
が
素
敵
と
思
っ
た
瞬
間
は
？

　
「
絶
対
に
入
浴
せ
ん
」
と
１
年
間
言
わ
れ
て
い
た
利
用

者
の
入
浴
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
伺
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、「
あ
ん
た
が
そ
ん
だ
け
言
う
な
ら
仕
方

な
い
」
と
、
湯
船
に
浸
か
り
「
ア
ー
気
持
ち
が
良
か
っ
た
」

と
満
面
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
「
あ
ん

た
が
来
て
く
れ
る
な
ら
」
と
入
浴
し
て
く
だ
さ
り
、「
よ
っ

し
ゃ
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
常
に
利
用
者
の

楽
し
み
や
生
き
が
い
を
見
つ
け
支
援
す
る
よ
う
心
が
け
て

い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
し
み
じ
み
と

　

松
原
さ
ん
よ
り
「
日
々
利
用
者
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
利
用
者
か
ら
た
く
さ
ん
の

知
恵
を
授
か
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
で
す
。
利
用
者
の
笑
顔

は
本
当
に
素
敵
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
在
宅
で
過
ご

す
利
用
者
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

︻
今
後
の
予
定
︼

●
１
月
26
日
（
木
）
10
時
〜
12
時
30
分

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
広
島
東
（
共
催
）
に
て
高
齢
者
福
祉
編

●
２
月
26
日
（
日
）
10
時
〜
12
時
30
分

　

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
く
や
ま
に
て
障
害
者
福
祉
編

●
３
月
20
日
（
祝
）
13
時
〜
15
時
30
分

　

広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に
て
総
集
編

広
島
県
社
会
福
祉
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
室

☎
０
８
２
︱
２
３
６
︱
８
０
０
５

問
合
せ
先

場を和ますため「思いっきりじゃんけん」をしています

参加者はお茶を飲みながら、福祉・介護の現場について学びます
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第三者評価とは？？

　「第三者評価」は、事業所をランクづけしたり、できていないことを指摘するものではありません。事業
者自らが事業運営上の具体的な問題点を把握し、サービスの質の向上に結びつけることをめざしています。
現在、広島県では、高齢・障害・児童分野で評価が実施されており、受審を検討している事業所も増加傾向
にあります。
　「サービスの質の向上」を目的とした「第三者評価」ですが、単に受審するだけでは、サービスの質の向
上につなげることは難しいかもしれません。受審をより効果的なものにするためには、事前準備がポイント
となります。

【 準備段階でのポイント 】
①事業所全体で、評価の受審を決定すること
　代表者、管理者のみでなく、事業所全体で、評価に取り組めるよう意識統一することが重要です。
②事業所全体で、自己評価に取り組むこと
�　できるだけ多くの職員が自己評価を行い、職員全員で目標や課題を共有します。取り組むべき課題が分
かると、第三者の意見を取り入れたり、評価者との意見交換で具体的な改善事例等の情報を得たりするこ
とが、サービスの質の向上に向けた原動力になります。

第三者評価も自己評価も必要なことは理解できるけど…

　「事業所全体で取り組むための、きっかけがない」
　「職員への周知が難しい」
　「自己評価をどのように行えばいいのか分からない」

出前説明会の内容（例）
●第三者評価事業の目的と意義
●福祉サービス評価の取り組みの過程
●受審の考え方、ポイント
●評価基準の構造、考え方
●自己評価の実施方法� など
� ※内容は相談に応じます。

みなさま
の声に

お応えし
、 「出前説

明会」

実施して
います

福祉サービス第三者評価
聞きたい!! 知りたい!!

体験したい!!

問合せ先
広島県社会福祉協議会　公表・調査課　（担当：南）　☎082－254－3460　FAX 082－254－3080

おかげさまで、たくさんの事業所から本会の外部評価受審の申込みをいただきました。
大変申し訳ございませんが、平成23年度の受審は、お断りせざるを得ない状況です。受審を

ご検討いただいたみなさまには、深くお詫び申しあげます。
11月10日以降に問い合わせのあった事業所は、平成24年３月以降の受審とさせていただき

ます。
� 広島県社会福祉協議会　公表・調査課

地域密着型サービス外部評価受審申し込み満員御礼!!

ありがとうございます!!
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　本会では、低所得者、障害者または高齢者に対し、資金の貸付と必要な相談支援を行うことにより、その経済的
自立及び生活意欲の助長促進ならびに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定した生活を送れるようにすること
を目的として生活福祉資金の貸付事業を行っています。
　その中の第二のセーフティネットである総合支援資金は、福祉事務所や公共職業安定所等と連携しながら、住居・
生活に困窮する離職者等の求職期間中の生活費の貸付けと就労支援を行うことにより、経済的に安定した生活が送
れるよう自立を支援する資金で、生活福祉資金の約４割を占めています。

1．広島県生活福祉・就労支援協議会、地域生活福祉・就労支援協議会について
　住居・生活困窮者への各種支援施策（第二のセーフティーネット）を通じた住居確保、生活支援及び就労支援、また、
生活保護受給者、児童扶養手当受給者及び住宅手当受給者等への「福祉から就労」 支援事業による就労支援を推
進するとともに、多重債務やこころの悩みを持つ者に相談援助を行うため、これらの支援策を実施する福祉及び雇
用関係機関が具体的な連携を協議することを目的として「広島県生活福祉・就労支援協議会」が設置されています。
　また、地域ごとに「○○地域生活福祉・就労支援協議会」が設置され、その地域の実情に応じた取り組みが行わ
れています。

2．「福祉から就労」支援事業とは
　厳しい雇用情勢のもと、生活保護、児童扶養手当及び住宅手当等の制度は、住居・生活に困窮している者に対す
るセーフティネットとしての重要な機能を有していますが、社会経済の活性化と持続可能な社会保障制度の確立のた
めにも、生活保護受給者、児童扶養手当受給者及び住宅手当受給者等に対する就労支援を強化し、経済的自立を促
すことが重要です。
　このために、雇用施策を担う労働局及び公共職業安定所と、生活保護、児童扶養手当及び住宅手当等の福祉施策
を担う地方公共団体が、就労支援の目標、連携方法等を明確にし、生活保護受給者等に対する効果的・効率的な就
労支援を行うために、「福祉から就労」支援事業を実施しています。

3．広島東地域生活福祉・就労支援協議会の協議内容について
　福祉及び雇用の動向、各種支援策の実施状況に関する事項や各種支援策の実施において必要な連携に関する事項、
またその他必要な事項について協議をしています。
　この協議会は、年に２回（５月と11月）定期開催され、11月22日に２回目の協議会が広島東公共職業安定所で開
かれました。広島東公共職業安定所、福祉事務所、社会福祉協議会の３つの機関が参加して、現在の雇用失業情勢
や「福祉から就労」 支援事業の実施状況を確認し、10月からスタートした「求職者支援制度」や検討課題等につ
いての意見交換を行いました。
　東日本大震災や、雇用情勢の悪化の影響もあり、生活保護受給者が205万人を超えたと言われています。広島東
公共職業安定所によると、徐々に求人倍率は増加しつつあり、震災前の状態に戻ってきているそうです。総合支援
資金に関しては、市区町社協における相談件数は依然として多いですが、申込に至る件数は落ち着いてきています。
　一方で、求職期間中の生活費を貸付ける総合支援資金（生活支援費）や初給与までのつなぎとして緊急小口資
金を借り入れる人がいますが、生活支援費の交付期間中の再就職率は低く、また就職をしてもすぐに辞めてしまうな
ど、自立に結びついていない現状があります。就職に至るまでの支援とともに、就労をいかに定着し、生活の安定
を図るか、そのためにも関係機関でどのように連携していくかが本協議会での課題となっています。

4．第二のセーフティネット総合支援資金の役割について
　第二のセーフティネットである総合支援資金の役割は、住居・生活に困窮する離職者等の住宅の確保や求職期間
中の生活費等を貸付けることにより、安心して求職活動が行えるようにすることは基より、生活保護受給の予防とな
ることや就労意欲を持ち続け、再就職後に経済的に自立し、安定した生活が送れるように支援することです。この
役割を果たすためにも関係機関との連携による自立に結びつくしくみを創っていくことが必要です。 

第二のセーフティネット　　 総合支援資金

問合せ先
広島県社会福祉協議会　民生課　☎082－254－3413
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日　　時 ：平成24年２月７日（火）　10：00〜16：00

会　　場 ：ホテルグランヴィア広島 悠久（４F）他

定　　員 ：200人《定員になり次第締め切る》

対　　象 ：⑴ 被災者支援（ボランティア活動を中心にした）関係機関・団体に所属している人
　　　　　　⑵ 地区社協や自治会、自主防災組織等で、被災者支援に関心のある人
　　　　　　⑶ 被災者支援をテーマにした地域活動に関心のある人
　　　　　　⑷ ⑴⑵⑶以外で興味・関心のある人

参 加 費 ：無料

参加申込 ：※本会ホームページ（ http：//www.hiroshima-fukushi.net ）等でお知らせしています。

内　　容 　
■パネルディスカッション　10：15〜11：45　
　「減災に向けた取り組みを考える
　〜東日本大震災におけるボランティア活動と被災地市町社協の取り組みから〜」　

■分科会　12：45〜14：45
　○分科会Ⅰ「災害ボランティアセンター〜その時被災地で何が起きたか？〜」
　○分科会Ⅱ「�復興に向けた生活支援の取り組み〜地域でつながり

をつくるために〜」
　○分科会Ⅲ「�集う！被災地支援のボランティア〜活動をふりかえ

ろう！語ろう！〜」
　 　
■総括講演　15：00〜16：00
　  「災害時にも強い地域づくりへ〜お互いさまの地域を目指して〜」

問合せ先
広島県社会福祉協議会　地域福祉課　☎082－254－3414

東日本大震災 被災者生活サポート
ボランティアセミナー

本会では、東日本大震災の被災地でボランティアと被災者の支援活動をコーディネートし、被
災者支援の役割を担う現地災害ボランティアセンター（復興支援センター）と連携しながら、発
災直後から変化するニーズにあわせた中長期的な被災者の生活サポートを行ってきました。
このセミナーでは、宮城県の被災地ニーズに基づいたこれまでの支援内容をふりかえり、広島
県で災害が起きた際には、どう動くのか、また日頃から減災に向けてどんな取り組みができるのか
について考え、「災害時にも」支えあいができる地域づくりを考えます。

皆さんと一緒にこれまでの被災地支援からお互いさまの
地域づくりを考えるセミナーを開催します
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去る11月14日（月）に「広島県ふくしのまちづくりのつどい」を開
催しました。今年度は県社協創立60周年という節目の年であり、日頃
から本会事業の推進に協力をいただいている会員の皆様への感謝の意
を込めて「広島県社協　会員のつどい」を併せて開催しました。

会員のつどいは、元NHKアナウンサーとして活躍された山田一穂さ
んの司会により、「人とひと　ふれあいからつながりへ」をテーマに、
国際医療福祉大学の小林雅彦教授による講演や、本会正会員（（社福）

聖恵会　川崎理事長、（社福）泰清
会　サンライズ大池　本井統括施設長）、賛助会員（中国電力（株）松
浦マネージャー）から地域交流、地域貢献活動について発表いただき、
参加者の皆さんがそれぞれの立場でできる地域福祉活動について考え、
また、会員同士のつながりを深める場になりました。

今後も会員の皆様をはじめ、関係機関等の協力をいただきながら、
誰もが安心して地域で暮らせるためのまちづくりに取り組んでいきた
いと思います。

創立60周
年記念

平成23年度
「広島県ふくしのまちづくりのつどい」

を開催しました 長年にわたり福祉活動に尽力された
皆様へ感謝の意を表します。

東日本大震災　発災から復興へ
（被災地支援の様子を展示）

「…障害のある人が安心して暮らせる
＝誰もが安心して暮らせる地域です…」

会員同士のふれあいの場♪（懇親会）



22福祉ひろしま

年
頭
所
感

広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

�
会
長　

山
下
三
郎

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
の
新
春
は
例
年
と
違
い
、
東
日

本
の
災
害
復
興
、
円
高
に
よ
る
厳
し
い

経
済
状
況
の
中
で
迎
え
ま
し
た
。

　

旧
年
中
は
本
会
に
対
し
、
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
年
も
引
き
続
き
ま
し
て

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

昨
年
は
、
県
社
協
創
立
60
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
26
年
７
月
に
広
島
県
社
会
事
業

協
会
を
改
組
し
て
新
た
に
設
立
、
発
足

し
ま
し
た
。

　

当
時
は
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱

し
た
時
期
で
、
吉
田
総
理
の
も
と
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
講
和
条
約
が
締
結

さ
れ
、
翌
年
４
月
に
発
令
し
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
は
、
皇
居
前
で
の
血
の

メ
ー
デ
ー
事
件
が
あ
り
、
ま
た
、
国
民

的
人
気
の
あ
っ
た
「
君
の
名
」
が
ラ
ジ

オ
放
送
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　

60
年
前
の
日
本
も
大
変
な
時
代
で
し

た
が
、
今
現
在
も
質
は
違
う
も
の
の
国

難
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
大
変
な
時
期
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
昨
年
３
月
に
千
年
に
一
度

と
い
わ
れ
る
大
災
害
が
東
日
本
を
襲
っ

た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
能
汚
染
は
、
未
だ
に
広
範
な
福
島
県

民
が
避
難
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
を
巻

き
起
こ
し
ま
し
た
。
多
く
の
犠
牲
者
に

は
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
ご

祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、台
風
に
よ
る
大
水
害
も
あ
り
、

ま
さ
に
災
害
続
き
の
１
年
で
あ
り
ま
し

た
が
、「
災
害
に
も
つ
よ
い
ま
ち
」、
防

災
、
減
災
の
重
要
さ
を
学
ん
だ
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
世
界
の
人
口
は
昨
年
10
月

末
に
は
70
億
人
を
超
え
、
ま
だ
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
は
人
口
減
少
時
代

に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
構

造
の
変
化
と
長
引
く
経
済
不
況
に
よ
る

雇
用
不
安
か
ら
、
社
会
は
多
く
の
失
業

者
を
生
み
、
大
学
・
高
校
新
卒
の
就
職

難
は
、
よ
り
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
自
殺
、
孤
立
死
、
児
童
・
要

介
護
者
へ
の
虐
待
等
々
、
本
県
に
お
い

て
も
地
域
性
を
問
わ
ず
直
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
市
町
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味

を
活
か
し
た
新
た
な
広
島
ら
し
い
地
域

福
祉
づ
く
り
、地
域
で
の
「
支
え
合
い
」

「
助
け
合
い
」
運
動
の
全
県
的
な
展
開

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

県
社
協
結
成
か
ら
60
年
間
、
先
人
た

ち
の
福
祉
活
動
の
ご
努
力
に
感
謝
し
な

が
ら
、
本
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
重

大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
で
は
基
本
理
念
に
「“
あ
な
た
に

寄
り
添
い
よ
ろ
こ
び
を
と
も
に
＂
誰
も

が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
広
島
の
福ま

祉ち

づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
」
と
定
め
、
今

年
も
「
動
く
県
社
協
」
と
し
て
役
職
員

一
体
と
な
っ
て
努
力
い
た
し
ま
す
。
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

が
ん
ば
ろ
う
日
本
!!　

元
気
を
出
そ

う　

社
会
福
祉
協
議
会
!!

広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会　

総
務
企
画
課

☎
０
８
２
︱
２
５
４
︱
３
４
１
１

問
合
せ
先
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〒730-0014  広島市中区上幟町3番25号
　　　　　　レオビル6階
　　　　　TEL（082）502-0770
　　　　　FAX（082）502-0771

久
く

 笠
がさ

 法 律 事 務 所
弁護士　久笠　信雄
弁護士　山手　貴文
弁護士　長谷川栄治
弁護士　山田　純也

…　気軽に御相談ください　…

◎パソコン、サーバ等の販売・設置

◎ネットワークの設計・工事

◎パソコン・サーバ・ネットワークの保守

◎消耗品の販売（トナー、コピー用紙等）

NTTデータ カスタマサービス㈱中国支社
〒732-0816
広島市南区比治山本町11番20号
TEL：（082）252-3306 FAX：（082）252-3309

広島文教女子大学
■人間科学部
●グローバルコミュニケーション学科
　英語コミュニケーションコース／ビジネスコミュニケーションコース
●初等教育学科
　児童教育コース／幼児教育コース
●人間福祉学科
　社会福祉コース／介護福祉コース
●心理学科
　�心理臨床コース／健康・社会心理コース
●人間栄養学科
　管理栄養士養成課程

■人間科学研究科
●教育学専攻
　教育学コース／臨床心理学コース
●人間福祉学専攻

〒731-0295
広島市安佐北区可部東1-2-1
Tel.082-814-9996
Fax.082-814-3401
http://www.h-bunkyo.ac.jp

資料請求は入試広報課まで

〒730-0012	 広島市中区上八丁堀7番5号
　　　　　ピロティヒロシマ3階
　　　　　TEL（082）228-6311
　　　　　FAX（082）228-6362

E-Mail:mm-law@mbm.nifty.com

水中・三﨑法律事務所
弁護士　水中　誠三
弁護士　三﨑　和也
弁護士　中原　良子
弁護士　伊藤　寛之

健康を考え、健康を進め、健康を広げる

白石薬品株式会社

白石商事株式会社

Tel （072）622-8500
Fax（072）622-8510

〒567-0005
大阪府茨木市五日市1-10-33

SHIRAISHI

じ
ぶ
ん
の
町
を

�

良
く
す
る
し
く
み
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INFORMATIONINFORMATION

●
福
祉
ひ
ろ
し
ま
N
o.75　

2012年
1月
　
●
発
行
所
／
社
会
福
祉
法
人
   広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
732-0816 広

島
市
南
区
比
治
山
本
町
12-2 広

島
県
社
会
福
祉
会
館
内
 TEL082-254-3411 FAX082-252-2133

●
発
行
人
／
渡
辺
　
邦
男
　
●
U
RL  http://w

w
w
.hiroshim

a-fukushi.net/
福

祉
ひ
ろ
し
ま

※「福祉ひろしま」の発行費の一部として共同募金配分金、中国新聞社会事業団助成金を活用させていただいています。

24福祉ひろしま

県
社
協
へ
の
寄
付

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
本
会
へ

貴
重
な
浄
財
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
北
九
州
製
作
所 

広
島
工
場
　
様

郷
心
会
連
合
会
　
様

フ
ジ
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
　
様

栗
尾
　
勝
三
　
様

2

社
会
人
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
研
修

広
島
県
社
会
福
祉
会
館

会
議
室
４
・
５

3

実
践
コ
ー
チ
ン
グ
研
修

［
第
２
回
］

広
島
県
社
会
福
祉
会
館

会
議
室
１
・
２

4

就
活
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー

広
島
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

4

成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー

福
山
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

7

東
日
本
大
震
災
被
災
者
生
活
サ

ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

〜
被
災
地
支
援
か
ら
お
互
い

さ
ま
の
地
域
づ
く
り
へ
〜

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

広
島

18

福
祉
の
職
場
説
明
会

（
福
山
会
場
）

福
山
ロ
ッ
ツ

23

実
践
コ
ー
チ
ン
グ
研
修

［
第
３
回
］

広
島
県
社
会
福
祉
会
館

会
議
室
１
・
２

24

マ
ニ
ュ
ア
ル
研
修

広
島
県
社
会
福
祉
会
館

講
堂

25

福
祉
の
職
場
説
明
会

（
広
島
会
場
）

広
島
産
業
会
館

（
東
展
示
館
）

10
・
11
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修

福
山
商
工
会
議
所　

1
0
1
会
議
室

18

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

ふ
く
や
ま 

文
化
交
流
室

19

実
践
コ
ー
チ
ン
グ
研
修

［
第
１
回
］

広
島
県
社
会
福
祉
会
館

会
議
室
１
・
２

20

食
の
知
識
・
技
術
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

ふ
く
や
ま 
文
化
交
流
室

20
・
21
成
年
後
見
制
度
講
座

１�

日
目　

広
島
県
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー　

中

会
議
室

２�

日
目　

広
島
県
社
会

福
祉
会
館　

講
堂

25

口
腔
ケ
ア
基
礎
研
修

広
島
県
社
会
福
祉
会
館

講
堂

26

福
祉
カ
フ
ェ

（
高
齢
者
福
祉
編
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
広
島
東

28

就
活
基
礎
力
ア
ッ
プ
ミ
ニ
セ

ミ
ナ
ー

広
島
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

31

「
安
心
し
て
生
活
を
お
く
る
た

め
の
成
年
後
見
制
度
の
す
す

め
」
フ
ォ
ー
ラ
ム

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
広
島

1
月
行
事
予
定

2
月
行
事
予
定




